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市内初!認知症キッズサポーターが誕生
　6月13日㈯、狭山台小学校の6年生103人が認知

症サポーター養成講座を受講しました。認知症を

正しく理解して偏見をなくし、誰もが認知症にな

っても安心して暮らせる地域づくりをするために

開催したこの講座。市内の小学校では初めての試

みとなりました。認知症の疾患や認知症の方に接

する基本姿勢、思いやりを大切にすることなどを

学んだ後、認知症の方とどのように接したら良い

か話し合い、「笑顔で話をする」「すぐに否定せず、

相手の気持ちを考えて会話をする」などという意

見が飛び交いました。最後に「認知症の人を応援し

ます」という意思を示す目印のオレンジリングを

全員が受け取り、103人の「認知症キッズサポータ

ー」が誕生しました。

あなたが写っていませんか？広報さやまに掲載し
た写真は、広報課で撮影したものでしたら無料で
差し上げます。広報課までご連絡ください。

human Town Photo studio

26年度さやま市民大学ジャーナル学科修了生がお届けします26年度さやま市民大学ジャーナル学科修了生がお届けします

楽しく歌うことができたのも、日本語教室のおかげです

外国出身の方と交流を深めました

　市内在住の中国・タイ・エチオピア・フィリピン出

身者4名が来校。各国のあいさつや習慣、学校生活の

ことを聞いたり、きらびやかな装飾品や民族衣装を

身につけたりして、異国文化を体験しました。

①6月9日㈫／国際理解授業（御狩場小学校）

紫に白、黄色…艶やかな花の色
6月7日～21日㈰／花菖蒲まつり（智光山公園）

　2,600株が咲き誇る花菖
しょうぶ

蒲園。13・14日（土・日）の

両日は、模擬店や狭山新茶などで来園者をもてなし

ました。また、12日㈮～14日㈰は夜間も開放して、園

内初のライトアップも。明かりの中に浮かび上がる

美しい花を愛
め

でる方でにぎわいました。

写真を撮って、花菖蒲の表情や色を楽しむ人も…

　咲き揃
そろ

うあじさいの花に囲まれた会場で、外国人

28名が模擬店などで交流を楽しみました。アトラク

ションでは「世界の国からこんにちは」を一緒に歌

い、祭りを盛り上げました。

②6月21日㈰／あじさい祭り並びに国際交流の集い（中原公園）

教室の中は異国の雰囲気でいっぱいに

こんがりイケメンに焼きあがりました
6月21日㈰／育MENクッキング（中央児童館）

　この日は「父の日」。普段は仕事で忙しいお父さんを

独占できた子ども達は、一緒にピザ作りに挑戦。生地

を伸ばして、トマトソースを塗って、チーズやピーマ

ン、ウインナーなどをトッピング。オーブンで10分焼

くと大好きなお父さんの顔になりました。

料理をしながら、お父さんに感謝の言葉をこっそりと…

お宝は見つかったかな？
6月20・21日（土・日）／本のリサイクルフェア（中央図書館）

　保存期限切れなど

の雑誌や児童書、一般

書約5千冊が並びまし

た。お目当ての雑誌や

本を探し出し、抱える

ように持ち帰る姿も見

られました。

　お母さんたち

はヨガで身
か ら だ

体を

思い切り伸ばし、

90分間たっぷり

とリフレッシュ。

子ども達は広い

体育館を走り回

ったり、おもちゃで遊んだり、お母さんに甘え

かかったり…。これは「オハナ」の5月の開催

風景です。

　ほりかね親子サロン「オハナ」は、0～ 3歳

の乳幼児と、お母さんを対象とした交流です。

みんなで楽しめる工作やヨガをはじめ、ハロ

ウィーンやクリスマスパーティーなど、堀兼

公民館で活動している乳幼児のお母さんたち

が中心になり、季節に合ったイベントを企画

運営（年10回ほど）しています。参加は自由!
人気のイベントで20組を超えることも。「オ

ハナ」では、子ども達の交流をとおして、ママ

友の輪が広がっています。

　駐車場は広く、車で移動するママたちには最

適です（8月～ 11月は工事で台数に制限あり）。

◆ほりかね親子サロン「オハナ」の問合せ

　堀兼公民館へ☎2957‐4050

いくつになっても楽しめます
6月18日㈭／奥富地区パークゴルフ大会（奥富公民館）

　参加者31名の平均

年齢は77歳。スティッ

クがボールを叩く甲高

い音と、スコアに一喜

一憂する楽しげな声が

木立の中に響いていま

した。

「ずっと『緑』に囲まれていたい‼」
小学生と教育委員の意見交換会

　6月23日㈫、笹井

小学校の6年生44

名が教育委員5名

と「未来の狭山、未

来の笹井」をテー

マに意見を交わし

ました。「緑の豊かな地域であってほしい」「伝統的

なものを残したい」「みんなの笑顔があふれる狭山

であってほしい」など、児童一人ひとりが10年後の

未来を想像し、そこに込めた思いを発表。

　教育委員の「10年後は皆さんが狭山市を作る担

い手です。今思っていることをどうすれば実現で

きるかを考えられる大人になってください」と言う

言葉を児童たちは真剣な表情で聴いていました。

　350名の参加者は、チームごとに市内約5～8㎞の

3コースから一つを選択し、狭山市駅西口市民広場

をスタート。案内図とコマ地図の写真を頼りに道を

たどり、チェックポイントでは課題に答えるなど、ゲ

ームを楽しみながらゴールを目指しました。

歩いてみないと分からない、意外な発見も
6月28日㈰／狭山市Recウオーク2015（市内）

歴史や自然にも触れられるウオークラリーを満喫!
※6月号10ページ「オレンジカフェ」の開催日が、正しくは毎月第3金曜日でした。お詫びして訂正いたします。なお、7月はお休みです


